
1 はじめに 
震災に代表される災害時には，被災地や被災者など

に関する様々な災害情報をいち早く収集し，それをレ
スキューセンターや避難所に供給することが重要であ
る．大都市大震災軽減化特別プロジェクトのレスキュ
ーロボット開発課題1)の中のインフラストラクチャ・
ミッションユニットでは，広域災害情報収集のための
インフラストラクチャの研究開発を行っている．本発
表では，その研究内容と成果の概要について紹介する． 

2 広域災害情報収集のためのインフラ 

インフラストラクチャ・ミッションユニットで開発
を行っている技術の概略を Fig. 1 に示す．ここでは，
被災地の広域にわたる災害情報を，分散的にかつ効率
的に収集するためのユビキタスデバイスを開発すると
ともに，レスキューロボット，ユビキタスデバイス，
レスキュー隊員など，様々なエージェントによって収
集された災害情報を統合する技術の開発を行っている．
これらの技術開発を行うことによって，様々なエージ
ェントによって収集された災害情報を，動的に構成さ
れたアドホックネットワークや，上空を移動するエー
ジェント（ヘリ，飛行船，気球，AUV など）を中継し
て，時空間 GIS 上に統合し，それを提示することによ
って，災害時における迅速な意思決定，効果的なレス
キュー活動に資することが可能となる． 

3 ユビキタスデバイスの開発と応用 

理化学研究所，東京大学，国際レスキューシステム
研究機構(IRS)において，レスキューコミュニケータ
(R-Comm)と呼ばれるユビキタスデバイスを開発した．
これは言わば，インテリジェントな小型のセンサノー
ドである．これは以前理化学研究所で開発された，レ
スキュー用知的データキャリアを改良したもので，マ
イクロプロセッサ，メモリ，コンパクトフラッシュの

スロット（３個），バッテリー，音声入出力システム
（含スピーカ，マイクロフォン），シリアルインタフ
ェースなどから構成され，Linux が搭載されている．
無線／有線 LAN カードをコンパクトフラッシュに装
備することによって，外部との通信が可能である．通
常は，電源接続状態で動作するが，電源切断時にも，
通常状態で充電されたバッテリーで，間欠的に 72 時間
動作することが可能である．Fig. 2にその概観を示す． 
これまでに，R-Comm を用いた音声による被災者探

索システムを開発した．R-Comm は，火災報知機の中
など，各建物に分散的に設置し，通常は屋内の無線
LAN のルータとして使用したり，ホームサーバとして
セキュリティや健康管理などのホームサービスに利用
することを想定している．震災時には，被災者探索モ
ードに切り替わり，音声による被災者への声かけを行
うとともに，被災者の音声を録音し，録音された音声
データを外部に送信する．これまでに無線 LAN を用
いた飛行船やヘリへの音声データの送信，自律的に形
成したアドホックネットワークを用いた通信に成功し
ている．現在，さらに小型化した子機の開発，IEEE1394，
USB，PCMCIA などのインタフェースの開発，ロボッ
トなどに組み込んでコントローラとして機能させるた
めの TitechWire の組み込みなどにも取り組んでいる． 
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Fig. 2: Photos of R-Comm 
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Fig.1:Technology being developed in rescue infrastructure mission unit
 
一方，情報通信研究機構では，家屋の塀や電柱など

の道端に非接触型の無線タグを設置し，その無線タグ
に災害救援に資する情報を蓄積し，災害時には現地で
の救援活動における情報源とし，被災地内の様子を被
災地外において迅速に知るためのシステムの開発を行
ってきた．情報収集エージェントは，これを持ち歩き
ながら，街中に設置された RFID 内の情報を読み出し，
それを位置情報とともに登録，送信することが可能で
あるだけでなく，レスキュー隊員は，これを持ち歩く
ことで，災害情報が登録された地図情報を見ながら，
レスキュー活動を行うことが可能になる． 

4 通信プロトコルの設計と時空間 GIS 統合 

レスキュー隊員，レスキューロボット，センサーノ
ードなどから収集された様々な災害情報収集を効率的
に利用するには，これらの情報をデータベース上に統
合し，効果的に参照できる枠組みを作ることが重要で
ある．産業技術総合研究所では，XML ベースの汎用的
な減災情報共有プロトコル MISP (Mitigation Informa-
tion Sharing Protocol)を設計し，また収集された災害情
報を GIS に容易に統合するためのデータベース
DaRuMa (DAtabase for RescUe MAnagement)を開発し
た．その概念図を Fig. 3 に示す．災害情報は，時々刻々
と変化するために，時空間データを表現，検索できる
必要があり，MISP および DaRuMa ではそのためのフ
ォーマットが用意されている． 
また，京都大学，電気通信大学，早稲田大学では，

防災科学研究所で開発されている災害用時空間 GIS 
DiMSIS/DyLUPAS 上に，レスキュー隊員が PDA から
入力したデータやレスキューロボットによって得られ
たデータを統合するシステムを開発した．Fig. 4 に山
古志村で行った GIS 上でのデータ統合の様子を示す． 

5 おわりに 

大都市大震災軽減化特別プロジェクトのレスキュー
ロボット開発課題の中のインフラストラクチャ・ミッ
ションユニットで開発している，広域災害情報収集の

ためのインフラ技術とその成果の概要について紹介し
た．最後に，レスキューコミュニケータ，および上空・
地上からの環境情報GIS統合においてご協力いただい
た三菱電機の中込氏，滝口氏に御礼を申し上げる． 
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Fig. 3: System overview of rescue information management 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 4: Experiment result in the vast disaster field 
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